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禁煙学習の及ぼす影響についての調査研究

一一保育園・幼稚園の母親における分析一一

鈴木 明

The Impact of Anti-smoking Education 

Akira SUZUKI 

The subjects of this survey were mothers of kindergarden and nursery school children. The 

purpose was to determine their smoking habits and their knowledge and awareness of smoking 

in relation to the existance of anti-smoking education from elementary school through universi-

ty. 

The findings are as follows: 

1) Up to this point， the anti-smoking education has been effective in making them aware of 

the bad effects of smoking， and they have an accurate awareness of the harmful effects of smo-

king. 

2) Anti-smoking education during junior college or university has been effective in prevent-

ing some of them from starting to smoke. 

3) Anti-smoking education in junior high school and high school reduced the percentage of 

smokers among high school graduates. Therefore， it can be said that repeating anti-smoking 

education will decrease the percentage of smokers. 

1 .はじめに

喫煙が健康に及ぼす影響については アメリカにおいては1964年に最初の公衆衛生総監報告書(16)

が発表されて以来，死亡を早め，障害を起こす原因のうち，最も予防可能なものは喫煙であること

が，さまざまな調査，研究により確認されている(川へまた日本においても，たばこが人体に悪影

響を及ぼすということは，種々の報告からも明らかであり(1)，(3) WHO (世界保健機関)は， rたば

こは今世紀における種々の疾病の原因となる最大の単一要素であり， しかも予防可能なもの」と結

Key words; Anti-Smoking Education， the Mothers of the Kindergarden 
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禁煙学習の及ぼす影響についての調査研究

論づけている O しかし一方では，喫煙が健康にとって悪影響を及ぼすことは知りつつも，多数の人

がまだ喫煙しており，喫煙に起因する疾病は人口の多くの階層において増え続けている O

先進諸国においては，喫煙の害の事実が広く知られてからは，各国の喫煙抑制対策は進み，喫煙

率も低下してきている O たとえばアメリカでは，肥満と喫煙に対する“自己管理"を求める声が強

く， 1971年からテレビやラジオなどによるたばこの宣伝を全面的に禁止し，公共の場所での喫煙禁

止，また国内の航空路線内の全面禁煙，そして現在は国際線の全面禁煙を提唱しており， I西暦

2000年までに煙のない社会づくり」をめざしている O アメリカ防疫センター (CDC)によると，

アメリカでの喫煙率は成人男子で1976年の42%が1987年には29%に，また女子は32%から28%へと

それぞれ減少している(5)。

わが国の現状をみると， 日本の成人男子の喫煙率は1966年の83.7%が最高で，その後減少に転じ

1986年には62.5%にまで低下しているものの，男子の喫煙率は先進諸国に比べるとかなり高いもの

がある O 女性の喫煙率は1966年の18%を最高に， 1986年には12.6%に低下している(6)，(7)川。しかし

若者の喫煙に限ってみると，男女とも喫煙率は減少しておらず，むしろ女性の喫煙は増加傾向にあ

る(9)

未成年の喫煙は，現代社会において一つの社会問題となっている。最近では今年 8月に報告され

た長野県の中学校で起こった禁煙指導は，学校内で喫煙常習生徒に喫煙を認め，やがてその喫煙本

数を減らしていくという試みであった。その是非はともかくとして，未成年の喫煙は，学校教育に

おいて現実的に直面している最も大きな課題の一つである O その一方において，禁煙教育も年々さ

かんになり，様々な工夫をこらした授業実践も報告されている D しかしながら，その後の結果につ

いてはあまり報告がみられない。

そこで本研究は，母親の喫煙はその子供の将来の喫煙に大きな影響を及ぼすため(て女性の喫煙

(特に母親)という視点から，幼稚園や保育園の母親の喫煙の実態や，喫煙に対する意識調査を行

い，彼女らがこれまで受けてきた禁煙教育(喫煙防止教育)の有無が，喫煙の実態や喫煙に対する

意識にどのような影響を及ぼしているか 比較検討を試みた。

n.調査方法

調査の対象は東京都および、埼玉県にある 6つの公立・私立の幼稚園と保育園の母親で，調査は

1991年11月一12月にかけて無記名の質問紙法を用いて行った。なお回収率は75.4%，有効回答数は

479名である(表 1参照)。質問の内容は次のとおりである D

0喫煙調査

O学校における喫煙と健康に関する学習の有無

O喫煙者の喫煙行動
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禁煙学習の及ぼす影響についての調査研究

0たばこの成分および害に関する知識

O喫煙に関する意識

1 )喫煙の実態と意識

表 1 調査対象者

ill.調査結果

(人)

たばこを口にしたことがある者は479名中268名で これは全体の55.9%である O 半数以上の者が

たばこに興味を持ち，口にしている O

1-2度いたずら程度に吸った者を除く喫煙の経験者(なお本研究では 1-2度いたずら程度に

吸った者を除いた者を喫煙の経験者としている)は120名で全体の25.1%にあたる O この中で，現

在の喫煙者は50名 10.5%である O この喫煙経験者の割合は他の調査(4)と比較するとやや高いが，

現在の喫煙者の割合はそれほど高くはない(表 2)0 

しかし，この結果を年齢別にみると，とくに29歳までの女性の喫煙経験がきわめて高いのが特徴

である O 同様に現在の喫煙者を比較してみると やはり 29歳までの女性の喫煙率は21.4%ときわめ

て高いものである D これまで 大学生や短大生など女子の未成年者の喫煙率の調査(11)，(12)では 6%前

後であったものが，最近は12%前後に増加しているが， 20代の女性の喫煙はこれをかなり上回って

いる O 女性の喫煙率の調査では，既婚者よりも独身者の方の喫煙率が高いことをあわせて考えると，

20代の女性の喫煙率は欧米の喫煙率に並びつつあると考えられる。

最終学歴と喫煙者の関係を表 3に示した。中学校の場合は対象人数が少ないので比較は難しいが，

それでも中・高校では喫煙率が高く，最終学歴が大学，大学院になるにつれて喫煙率が低くなって

きている O このことは現在の喫煙者にも同様の傾向がある O

また職業の有無と喫煙の関係は表 4のとおりである D 職業を持っている者と持っていない者では

大きな差がみられ 職業についている者の喫煙率が高い。

喫煙者の喫煙を始めた時期や習慣化した時期をたずねたものが表 5と表 6である D 初めての喫煙

や習慣化は年齢があがるにつれて増えてきているが，小学校で開始する者はわずかであり，喫煙の

開始は高校から急増する D またそれに加え，習慣化は高校卒業後に顕著である D

この一週間およぴ一日の喫煙本数は表7に示しである O 一日の喫煙本数は11-20本が多く，つい

で 3-10本で， 21本(1箱)以上吸う者は少ない。
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表 2 現在の喫煙率 (%) 

年齢(歳) -24 25-29 30-34 35-39 40- 総計

人数(人) 6 50 203 160 60 479 

現在喫煙 50.0 18.0 8.4 9.4 10.0 10.5 

過去に喫煙 16.7 24.0 11. 3 17.5 10.0 14.6 

経験なし 33.3 58.0 80.3 73.1 80.0 74.9 

P ** 

(* : Pく0.05，* * : Pく0.01，***:Pく0.001)

表 3 最終学歴と喫煙率 (%) 

年齢(歳) 中学校 高校 専修学校 短大 大学 大学院 その他

n 5 180 54 127 94 7 4 

現在喫煙 20.0 15.0 8.9 6.3 7.4 。50.0 

過去に喫煙 20.0 18.3 19.6 9.4 10.6 14.3 。
経験なし 60.0 66.7 70.4 84.3 81.9 85.7 50.0 

P ** 

表4 職業の有無と喫煙(%)

有職 無職 P 

現在喫煙 55.1 44.9 

過在に喫煙 32.9 67.1 

* 喫煙経験なし 31.1 68.9 

合計 33.8 66.2 

表 5 初めての喫煙の時期 (%) 

小学校 中学校 T問主~ 校 高校-20歳 成人以後

現在喫煙 4.0 6.0 20.0 28.0 42.0 

過去に喫煙 1.4 8.7 24.6 34.8 30.4 

合計 2.5 7.6 22.7 31.9 35.3 
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表 6 喫煙が習慣化した時期

小学校 中学校 ゼI可T 校 高校-20歳

現在喫煙

過去に喫煙

合計

本数

この一週間の喫煙本数

一日の喫煙本数

。 6.0 2.0 30.0 

。 1.4 4.3 33.4 

。 3.4 3.4 31.9 

表7 喫煙本数(現在喫煙者のみ)

(%) 

成人以後

62.0 

60.9 

61.3 

表8 喫煙理由(複数回答(%)

L -----._--，合計 11s群IEX-S群|

ストレスが解消し気持ちが落ち着く 54.3 58.0 51. 5 

友人とのつきあい 10.3 4.0 15.2 

手持ち無沙汰 29.3 26.0 31.8 

気分転換 50.9 52.0 50.0 

理由はないが習慣になっている 23.3 36.0 13.6 

吸わないとがまんできない 10.3 16.0 6.1 

無意識にたばこに火をつける 6.9 10.0 4.5 

味や香りを楽しむ 6.9 6.0 7.6 

神経の集中 4.3 4.0 4.5 

ダイエット 5.2 2.0 7.6 

その他 3.4 4.0 3.0 

注) s群=現喫煙群， EX-S群=過去喫煙群(1年以上禁煙中)

(%) 

喫煙理由は表 8に示した。「ストレス解消JI気分転換Jが多く，次いで「手持ち無沙汰JI理由

はないが習慣になっている」という順である O

「どういう状態の時にたばこを吸いたくなるか」という質問の結果が表 9である o Iお酒を飲んで

いる時JIイライラしている時JI友達とおしゃべりしている時」が多いD

現喫煙者の中で，過去に何度か禁煙を試みた者は60.0%，禁煙を試みたことはないが禁煙したい

と思っている者は28.0%で 過去の喫煙者を含めた中で，禁煙理由でいちばん多いのは「妊娠を機

会に」であり，ついで「健康を考えてJである。妊娠を機会にという回答は母親の喫煙経験者の特
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表9 たばこを吸いたくなるとき(複数回答(%)

合計 S 群 EX-S群

イライラしている時 50.9 48.0 53.0 

友達とおしゃべりしている時 45.7 52.0 40.9 

何もすることがない時 19.8 24.0 16.7 

TVのたばこのコマーシャルなどを見た時 2.6 4.0 1.5 

お酒を飲んだ時 62.9 64.0 62.1 

人がたばこを吸っているのを見た時 19.0 18.0 19.7 

とくに理由はない 13.8 20.0 9.1 

その他 12.1 16.0 9.1 

表10 禁煙理由(複数回答 (n=120) (%) 

健康を考えて

経済的負担が大きい

高校卒業を機会に

結婚を機会に

妊娠を機会に

子供の誕生を機会に

病気を機会に

何となく知らない聞に

他人への配慮から

徴である(表10)0

2 )禁煙教育について

i )禁煙教育の有無

合計

43.2 

2.1 

1.1 

15.8 

57.9 

9.5 

9.5 

14.7 

10.5 

S 群 EX-S群

51. 7 39.4 

3.4 1.5 

。1.5 

6.9 19.7 

69.0 53.0 

10.3 9.1 

6.9 10.6 

13.8 15.2 

17.2 15.2 

禁煙教育の有無については表11に示した。「かなり詳しく学習したJI少しは学習した」という禁

煙学習を受けた者(以下，学習群と記す)の割合は，小学校で4.4%，中学校で17.5%，高等学校

で33.3%，短大・大学で27.6%である D 小学校や中学校での禁煙教育を受けた者は多いとはいえな

いD 小学校から高校までの各学校における禁煙教育の有無と喫煙経験の聞には有意な差はみられな

かったが，短大・大学における禁煙教育において，記憶がない者を除いた学習の有無から比較する
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表11 各学校における禁煙教育 (%) 

小学校 中学校

三てと 合計 S 群 EX-S群 N 群 合計 S 群 EX-S群 N 群

かなり詳しく学習した 。 。 。 。 0.2 。 。0.4 

少しは学習した 4.3 10.0 2.9 3.9 17.3 24.0 11.4 17.5 

学習したことがない 53.9 50.0 51.4 54.9 44.9 42.0 47.2 44.8 

記憶がない 41.8 40.0 45.7 41.2 37.6 34.0 41.4 37.3 

高等学校 大学・短大7〉ごと 合計 S 群 EX-S群 N 群 合計 S 群 EX-S群 N 群

かなり詳しく学習した 3.2 4.2 1.4 3.4 5.6 9.1 。6.0 

少しは学習した 30.1 31.3 29.0 30.2 22.0 18.2 24.1 22.1 

学習したことがない 36.1 35.4 39.1 35.6 54.9 59.1 48.3 55.3 

記憶がない 30.6 29.2 30.4 30.8 17.5 13.6 27.6 16.6 

注) N群=非喫煙者

表12 短大・大学での禁煙学習の有無と喫煙率(%)

項 日 合計 学習群 非学習群

現在喫煙 10.5 5.3 14.5 

l年以上禁煙中 14.6 15.2 12.9 

喫煙経験なし 74.9 79.6 72.6 

P * 

表13 禁煙学習の影響 (%) 

メロ』 きロ↓l S 群 EX-S群 N 群

たばこをこれからも吸わないという決心に影響を与えた 19.6 5.7 8.6 23.2 

禁煙という決心に影響を与えた 4.0 8.6 3.4 3.5 

何の影響もなかった 30.7 51.4 27.6 28.9 

そのような授業を受けたことがない 45.8 34.3 60.3 44.4 

P * 

と，両群の間に有意な差がみられ，それが現在の喫煙率に影響しており，禁煙教育を受けたグルー

フ。の喫煙率が低かった(表12)0 

また，これまでの禁煙学習の影響は表13のとおりである O 学習を受けた者の中で，望ましい方向
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表14 中学校および中学・高校両校での禁煙学習とたばこの害への興味(%)

中学校 中学・高校の両方

項 目 全体 学習群 非学習群 学習群 非学習群

かなりあった 12.8 17.9 12.9 17.4 9.2 

多少あった 71.9 76.1 66，0 79.0 67.7 

ほとんどなかった 15.3 6.0 21.1 3.6 23.1 

P * * 

への影響は半数以下であるが，非喫煙群には影響が大きく，現喫煙群にはほとんど影響していない。

なお小学校で禁煙学習を受けた者は 4.3%と少ないので分析から除外した。

中学校から短大・大学までの各学校における禁煙教育の有無からみると，各学校において禁煙教

育の有無(禁煙教育の記憶がない者を除く)から比較して有意な差がみられた項目は，中学校では

「たばこが影響する害についての興味」で，全体では興味があった者は84.7%とかなり高い値を示

したが，学習群に興味が「かなりあるJIある」という者が多くみられ， Iかなりあった」と答える

者も多い。逆に禁煙教育を受けていないグループ(以下非学習群と記す)には「ほとんど興味がな

かった」と答える者が多い(表14)0両グループの間には有意な差がみられた。

中学校でのみの禁煙教育の有無と知識や意識について示したのが表15，16である O なお，これに

該当するのは，中学校で禁煙教育を受けたか否かのいずれかで，高校や短大・大学では，禁煙学習

を受けたか否かを覚えていない者か あるいは進学していない者である O 中学校でのみ禁煙教育を

経験している者(表15，⑧の者)は67名で全体の14.0%，そして，禁煙教育を経験していない者

(表15，①の者)は148名， 30.8%である O

年齢別にみると，若い世代に中学校で禁煙教育を受けている者が多くみられる(表16)0学習群

と非学習群の聞には，現在の喫煙率には大きな差はみられない。また中学校の卒業後の喫煙経験や

習慣化の割合を比較しでも，禁煙教育の有無による差はみられなかった。次に禁煙教育を中学校・

高校を通じて受けた者と，受けなかった者を比較したものが表17である O 表15の②と⑫であるが，

②は③と④を合計したもの，⑫は⑬と⑬を合計したものである O 学習群と非学習群の聞には，中学

校の場合と同じく，現在の喫煙率には大きな差はみられない。しかし，高校の卒業後の喫煙経験や

習慣化の割合を比較すると，学習群とその他のグループの聞には有意な差がみられ，卒業後(学習

群は学習した後)の喫煙者の割合が学習群は低く，非学習群や禁煙学習の記憶がないグループの喫

煙率が高くなっている D ただし喫煙の習慣化には，習慣化する者の割合は低いけれども有意な差は

みられなかった。

ii )たばこに関する知識について

たばこに関する知識との関連について表18に示した。たばこが影響する害を示し，その内容を
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表15 禁煙学習と喫煙の実態 r(s) と (EX-S) は喫煙経験「あるJの内訳J (%) 

喫煙経験 現在の喫煙者の割合
区

中学校 高校 短大・大学 n ある (S) (EX-S) ない n S 群 N 群
分

メロ』 計 479 25.1 10.4 14.7 74.9 409 12.2 87.8 

① × 148 24.3 7.4 16.9 75.7 123 8.9 91.1 

② × × 124 22.6 6.5 16.1 77.4 104 7.7 92.3 

③ × × × 15 13.4 6.7 6.7 86.6 14 7.1 92.9 

④ × × O 109 23.9 6.5 17.4 76.1 90 7.8 92.2 

⑤ × O 24 33.3 12.5 20.8 66.7 19 15.8 84.2 

⑥ × O × 15 40.0 20.0 20.0 60.0 12 25.0 75.0 

⑦ × O O 9 22.2 。22.2 77.8 7 O 100.0 

⑧ O 67 20.8 10.4 10.4 79.2 60 11.7 

⑨ O × 6 33.4 16.7 16.7 66.6 5 20.0 80.0 

⑩ O × × 2 100.0 50.0 50.0 O 1 100.0 。
O O × O 4 。 。 。100.0 4 。100.0 I 

⑫ O O 61 19.6 9.8 9.8 80.4 55 10.9 89.1 

⑬ O O × 35 28.6 14.3 14.3 71.4 30 16.7 83.3 

⑬ O O O 26 7.6 3.8 3.8 92.4 25 4.0 96.0 

x=学習しない 0=学習した

表16 年齢別にみた中学校での禁煙教育の有無 (%) 

年齢(歳) 総計 -24 25-29 30-34 35-39 40-

かなり詳しく学習した 0.2 16.7 。 。 。 。
少しは学習した 17.3 66.6 28.0 19.7 11.3 11. 7 

学習したことがない 47.9 16.7 28.0 36.9 53.7 65.0 

記憶がない 34.6 。44.0 43.4 35.0 23.3 

P ** 

「知っていたJか「知らなかったJかという回答形式にした。

質問項目別にみると，中学校でのみの学習経験の有無の場合をみると， r周囲へのたばこの悪影

響Jr喫煙と未熟児の関係」などはよく知っている O しかしながら，たばこの成分に含まれている

「カドミウムや青酸ガスJr血管の収縮作用Jr肌への影響Jr子供の学習能力への影響Jr心臓や

胃・十二指腸への影響Jr血圧への影響Jは半数以上の者が「知らなかった」と答えている D

-105-
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表17 中学・高校両方での喫煙学習と高校卒業後の喫煙経験 (%) 

喫煙経験 喫煙の習慣化
項 目

高校まで 高校卒業後 非喫煙 高校まで 高校卒業後

学習した 9.2 12.3 78.5 4.6 16.9 

学習しなかった 7.3 18.3 74.4 1.7 23.9 

記憶がない 9.9 18.6 71.5 5.7 22.8 

P ** 

表18 中学校で禁煙学習を受けた者と，受けなかった者の知識
(1知っているJと回答した者の%)

工百 目 全体 学習群

夫の喫煙が，妻の肺がんに影響する 69.3 70.1 

本人が吸っていなくても，周りの喫煙が本人にも影響する 98.7 100.0 

たばこの副流煙の方が主流煙よりも害が大きい 63.7 67.2 

たばこの煙にはイタイイタイ病の原因で、あったカドミウムが含まれている 6.1 7.5 

たばこを吸うと血液の流れが止まる 49.1 62.7 

たばこを吸うと顔などに「しわ」ができやすい 22.6 19.4 

たばこを吸う母親からは未熟児ができやすい 96.4 98.5 

喫煙する母親から生まれた子供は12歳まで読解力や計算力に悪影響を及ほす 24.3 44.6 

たばこを吸うとビタミン Cなどが破壊される 74.3 79.1 

喫煙の影響によるがんの死亡率では肺がん以上に喉頭がんや跨脱がんの方が高い 51.8 56.7 

たばこを吸うと持久力が衰える 60.3 70.1 

喫煙は，吸わない人に比べて心筋梗塞になりやすい 47.9 57.6 

喫煙は，吸わない人に比べて胃・十二指腸潰蕩になりやすい 42.8 56.7 

喫煙すると血圧が上昇する 47.2 56.7 

たばこの煙には青酸ガスが含まれている 13.4 25.4 

n 480 148 

(注 1) Pは学習群と非学習群の比較検定

非喫煙

78.5 

74.4 

71. 5 

非学習群

68.2 

99.3 

63.5 

6.8 

42.6 

25.9 

95.3 

23.0 

69.6 

53.4 

55.4 

50.0 

38.5 

41.9 

10.2 

67 

p(注1)

本本

本本

本

本

本

事事

総じて学習群は，喫煙の害について「知っていた」と回答する者が多い。この中で，非学習群と

の聞に有意な差がみられたのは， Iたばこを吸うと血管が収縮し，毛細血管内の血液の流れが止ま

るJI母親の喫煙は12歳頃までの子供の学習能力に悪影響を及ぼすJIたばこを吸うと持久力が衰え

るJIたばこを吸う人は，吸わない人に比べて胃・十二指腸潰場になりやすいJI喫煙は血圧を上昇

させるJIたばこには青酸ガスが含まれる」の項目で，いずれも学習群の方の「知っていた」とい
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表19 中学校での禁煙学習の有無とたばこの知識 (%) 

項 目 全体 学習群 非学習群

かなり詳しく知っていた 4.9 9.1 6.1 

だいたい知っていた 53.5 62.1 53.7 

あまり知らなかった 36.4 27.3 34.0 

ほとんど知らなかった 5.3 1.5 6.1 

表20 中学校・高校を通して禁煙学習を受けた者と，受けなかった者の知識
(1知っているjと回答した者の%)有意な差がみられたもののみ〕

項 目 全体(注2) 学習群 非学習群 p(注1)

たばこを吸うと血液の流れが止まる 49.1 65.6 41.9 申本

喫煙する母親から生まれた子供は12歳まで読解力や計算力に悪影響を及ぽす 24.3 45.0 21.0 事事

たばこを吸うとビタミン Cなどが破壊される 74.3 78.7 64.5 本

たばこを吸うと持久力が衰える 60.3 70.5 53.2 事事

喫煙は，吸わない人に比べて胃・十二指腸潰蕩になりやすい 42.8 37.9 59.0 キキ

喫煙すると血圧が上昇する 47.2 57.4 41.9 本

たばこの煙には青酸ガスが含まれている 13.4 24.6 10.6 本

n 479 61 124 

(注 1) pは学習群と非学習群の比較検定 (注 2)非該当者も含む

う者の割合が高かった。

「これらの害などの知識を知っていましたか」という質問には， Iかなり詳しく知っていた」者は

全体で4.9%と少なく， Iだいたい知っていた」と答えた者が53.6%と半数近くみられたD 学習群は

70%，非学習群は60%の者が， I知っている」と答えているが 2つのグループの聞には有意な差

はみられなかった(表19)0

同様に，中学・高校の両方での禁煙教育の経験の有無から比較すると，中学校でのみの学習群で

有意な差がみられた。前述の 6項目に加えて 「たばこを吸うとビタミン Cなどが破壊される」と

いう項目にも有意な差がみられ，やはり学習群の方に「知っている」と回答した者が多かった(表

20)。さらに短大・大学での学習群にも喫煙の害について「知っている」と答えている者が多くみ

られた(表21)0 

たばこの害などに関する情報から，どのような感想をもったかを聞いたものが表22であるo Iこ

れほど害が大きいとは，思わなかった」という者が半数近くを占めたD 非喫煙群に多くみられたが，

喫煙群との聞に有意な差はみられなかった。

ハU
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表21 禁煙学習の有無とたばこに関する知識 (%) 

項 目 小 学 校 高等学校 中・高両方 短大・大学
ーーーーーーーー』ー-ーーー------ ー ー ー

学習群 l非学習群 学習群:非学習群 学習群 非学習群 学習群:非学習群

かなり詳しく知っていた 19.0 5.5 6.5 7.2 8.3 5.7 12.5 2.0 i 

だいたい知っていた 42.9 55.4 59.1 51.5 65.0 49.6 48.6 59.3 

あまり知らなかった 33.3 33.2 29.9 35.9 25.0 39.0 36.1 35.9 

ほとんど知らなかった 4.8 5.9 4.5 5.4 1.7 5.7 2.8 2.8 

P * * 

表22 禁煙学習の有無とたばこの影響の感想(複数回答) (%) 

項 目 全体 学習群 非学習群

これほど害が大きいとは思わなかった 51.6 35.8 49.7 

だいたいこの程度の害があると思っていた 39.8 50.7 44.9 

子供に害について教えようと思う 36.0 37.3 30.6 

喫煙している人に禁煙をすすめる 19.4 16.4 15.6 

とくに何も感じない 0.6 1.5 1.4 

その他 3.6 1.5 2.7 

iii) たばこに関する意識について

たばこに関する意識については，対象者に大きな差はみられない。各学校の学習群と非学習群間

で有意な差がみられたのは，中学校における禁煙教育の有無からでは， I喫煙の他人への迷惑」に

関する意識で，迷惑と考える者が，学習群に多くみられた(表23)0この他に意識に差がみられた

のは， Iたばこは習慣性があるので危険であるJという項目で，そう思っている者は，短大・大学

で禁煙教育を行った学習群に多くみられた(表24)0

女性の喫煙の増加の傾向に対しての考えについては，全体では「一種の流行であるJI女性が職

業を持つようになったから」と感じている者が多い。学習の有無で比較すると，短大・大学での学

習群と非学習群の聞に有意な差がみられ，学習群は増加の原因に，非学習群に比べ， I女性特有の

ストレス」ゃ「女性向けのたばこの CMJをあげる者も多くみられた(表25)0

幼稚園での禁煙教育の必要性をたずねたところ， I必要」と回答した者は33.7%，I必要ない」と

回答した者は30.1%， IわからないJが36.2%であった。この結果からは，高校での禁煙教育の有

無の差に有意な差がみられた(表26)0

「禁煙教育の時期はいつ頃から必要か」という聞には， I小学校高学年」が33.9%と多く，ついで
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表23 r喫煙は他人に迷惑をかけると思うかJ 表24 rたばこは習慣性があるので危険であるJ
(中学での禁煙学習の有無( % ) 短 大 ・ 大 学 で の 禁 煙 学 習 の 有 無 )(%) 

項 目 合計 学習群 非学習群 項 目 合計 学習群 非学習群

そう思う 94.1 98.8 92.5 そう思う 88.6 90.4 81.5 

そうは思わない 5.9 1.2 7.5 そうは思わない 11.4 9.6 18.5 

P * P * 

表25 若い女性の喫煙増加の理由(短大・大学での禁煙教育の有無)
(複数回答(%)

項 日 全体 学習群 非学習群

やせたいという願望が強い 25.1 26.8 21.8 

女性特有のストレス 31.3 35.8 21.8 

男性社会への進出 23.0 23.2 21.8 

女性をねらったたばこのC M 13.5 18.9 8.1 

女性向きのたばこの種類と販売 27.9 28.0 

職業をもった女性の増加 40.1 39.0 42.7 

一種の流行 51.3 52.0 49.2 

特に理由はないと思う 10.5 7.9 12.1 

わからない 4.1 3.9 4.0 

増えているとは思わない 5.2 2.8 8.1 

P * 

表26 幼稚園での禁煙教育
(高校での禁煙学習の有無)(%) 

項 目 合計 学習群 非学習群

必要だと思う 33.7 35.4 30.9 

そうは思わない 30.1 20.4 34.9 

わからない 36.2 44.2 34.2 

P * 

「小学校低学年J.r幼稚園」の順で，学習群の方が非学習群に比べ，早い時期からの禁煙教育の必

要性を指摘している(表27)0

また妊娠時に保健指導でたばこの害に関する指導の必要性については，短大・大学の学習群に必

要性を強調する者が多くみられ，非学習群との聞に有意な差がみられた(表28)0
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表27 禁煙教育の時期

中学校 τI司主「 校 中・高両方
全体

短大・大学

学習群 非学習群 学習群:非学習群 学習群:非学習群 学習群 l非学習群

幼稚閤 17.9 14.5 21.0 15.3 20.0 13.4 20.6 19.6 19.4 

小学校低学年 18.3 24.1 17.1 19.9 17.6 20.9 15.2 19.4 19.4 

小学校高学年 33.9 43.4 29.5 37.2 30.9 44.8 29.0 33.3 29.9 

中学校 16.8 7.2 19.0 12.8 20.0 9.0 20.0 12.5 19.4 

高校 0.9 1.2 1.5 1.3 0.6 0.8 1.4 。0.7 

親が小さい頃から 10.4 8.4 9.5 12.2 9.1 9.7 11.7 13.9 9.7 

必要ない 0.6 。1.4 O 1.8 。2.1 1.3 0.7 

わからない 1.1 1.2 1.0 1.3 。1.5 。 。0.7 

表28 妊娠時の喫煙の害に関する保健指導(短大・大学での禁煙教育の有無) (%) 

項 目 全体 学習群 非学習群

とても必要 72.3 77.9 61.3 

必要 26.3 21.0 36.3 

必要ない 0.8 0.4 1.6 

わからない 0.6 0.8 0.8 

P ** 

W.考 察

女性の喫煙を考えると，全体の喫煙率は高くはないが，とくに20代の若い女性に喫煙率がきわめ

て高い。また喫煙率には職業の有無も影響し，職業を持っている女性の喫煙率が高い。喫煙理由な

どから考えると，女性は職業をもっ女性が増え，その対人関係などからストレスを感じ，イライラ

しているときなどに，気分転換やストレス解消のために喫煙行動に至ると推測される O

過去の禁煙教育は中学校よりも高校や短大・大学で行われているケースが多かった。各学校での

禁煙教育の有無の影響は多少はあり，たとえばたばこに対する意識では，中学校での学習群には

『たばこが影響する害についての興味Jを持つ者が多く， rたばこが他人に対して迷惑である』とい

う意識も持っている D また高校での学習群は，比較的早い時期からの禁煙教育の必要性を指摘して

いる D 短大や大学での学習群は， r喫煙の害に関する知識Jをより多く学んでいるといえる D

喫煙の害に対する知識においても，総じて学習群は，喫煙の害について「知っていた」と回答す
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る者が多いが，がんなどとの関係など，たばこの慢性的な影響の知識は持っているが，たとえば，

たばこ煙を吸い込んだ時の心臓の状態，血管や血圧の変化など，たばこの急性影響についての知識

はあまりあるとはいえない。しかし，学習群と非学習群の間では，まだ学習群の方に急性影響を理

解している者が多く，中学校に加え，高校でも禁煙教育を受けているとより理解している O

中学生の場合，小川らの調査では(叩)喫煙と関わっている疾病として，もっともよく知られている

のは肺がんで，胎児発育障害は男子より女子によく知られている O また心臓病や胃・十二指腸潰蕩

はあまり知られていない。また高校での伊藤の調査でも同様の傾向がでている(2)。大学生の調査で

も同じような傾向があり(ベ今回の調査結果でも同様で、あった。したがって喫煙の害についての教

育を行う時には，喫煙が影響する病気には，がんの中でも肺がん以外のがんへの影響や，虚血性心

疾患，クモ膜下出血，動脈癌，胃潰蕩，慢性呼吸器病などについて知識も不十分なので，この点を

充分に説明していく (とくに非学習群に)必要があると考えられる O 実際に，遠い将来的なことの

影響に対しては漠然として理解しにくい面もあり，その危険性は充分理解させる必要があるが，同

時に，急性的影響は理解しやすく，急性影響についても強調していくと効果があると考えられる O

たばこの害に関しては，中学や高校での学習経験群の方が，興味を持つ者が多く，かつ知識につい

ても，非喫煙群よりもよく「知っている」者が多い。たばこの害に興味を持つことが，その知識に

結びついていると思われる O

また「喫煙と未熟児の関係」の知識は未成年の女子に比べかなり詳しい。これは妊娠時の保健所

の指導などの充実であると考えられる O

禁煙教育については， 1964年(昭和39年)の厚生省児童局長が「児童の喫煙防止に関する啓発指

導の強化について」という通達で，その推進の必要性を指摘し， 1980年(昭和55年)には厚生省公

衆衛生局長が「喫煙と健康問題に関する衛生教育について」という通達で，禁煙教育の推進の必要

性を呼びかけている O さらに青少年に系統的な喫煙防止教育が叫ばれ，文部省は平成 5年(高校は

6年)の学習指導要領の改定で，喫煙防止教育の充実を図ろうとして，学校における健康教育と喫

煙防止の指導として，たとえば中学校では「疾病の予防J，高校では「生活行動と健康」と特別活

動における喫煙防止指導がとりあげられている(則的。

本調査から，各学校での禁煙教育の影響は，学習することにより，たばこの害の興味や，その害

に関する知識を持っている O しかし現実の喫煙開始時期を考えると，短大や大学で『喫煙の害に関

する知識』を持たせるより， もっと以前の中学校や遅くとも高校で理解させなくてはいけないと考

えられる O

しかしながら，喫煙状態をみたとき，単発的な授業の学習経験の有無が，喫煙の経験や，現在の

喫煙状況や学習後の禁煙には，小学校，中学校，高校など各学校別にみても，禁煙教育が喫煙経験

や喫煙習慣には影響していなかった。このことの原因のひとつには，禁煙学習以前にすで、に喫煙経

験がある者もいるためで，禁煙学習の影響にも喫煙経験群には「ほとんど影響しない」という者が
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多いことを考えると， もう少し早い時期から行う方が効果があると考えられ，小学校や中学校から

行う必要があり，またたばこの害に対する興味には禁煙学習の内容にもよるので(13) その内容も再

検討する必要があると思われる。

中学校と高校の両方で禁煙教育を受けた者と受けない者の間では，その後(高校卒業後)の喫煙

経験や，喫煙の習慣化の割合は明らかに学習の有無で差がみられ，喫煙者の割合が学習群は低く，

非学習群やまた禁煙学習の記憶がないグループの喫煙率が高くなっている D このことから，中学校

だけではなく，中学校及び高校の両方での禁煙教育は，非喫煙者の新たな喫煙行動を抑止する効果

があるといえる O これは，中学校や高校での禁煙教育の大切さが指摘され，禁煙教育はくり返し行

って初めて効果が現れると考えられる O また短大・大学の禁煙教育は同様に非喫煙者の新たな喫煙

行動を抑止する効果があった。したがって，禁煙教育は小学校から短大・大学までくり返し行えば

もちろん効果が期待できるが対象者の時代の喫煙する年齢と最近の喫煙の低年齢化を考えると，

より早い時期からの禁煙教育が必要であると考えられる O

v.結び

子供の将来の喫煙経験に大きく影響する母親の喫煙という見地から，幼稚園・保育園の母親に対

して，喫煙の実態や喫煙，たばこに関する知識や意識を，小学校から短大・大学までの学校におけ

る禁煙教育の有無から分析を試みた結果以下のことが判明した。

1 )女性の喫煙は，全体ではあまり高くないが， 20代の若い世代の喫煙率はかなり高かった。

2 )女性の喫煙は一種の流行で，職業を持つことにより，ストレスが増え，それを解消するため

に喫煙行動に至ると推測される D

3 )小学校から高校までの禁煙教育は，実際の喫煙行動にはあまり効果がなかった。しかし短大

や大学での禁煙教育は 教育後の喫煙状況が非学習群に比べて低く，禁煙教育が喫煙行動の

防止に役立っていた。

4) 禁煙教育は，中学校，高校と連続して行われている場合，高校卒業後の喫煙率が低く，非喫

煙者が喫煙行動に至るのを防いでいる O したがって，小学校から短大・大学までくり返し，

禁煙教育を行えば，その学習効果を期待することができる D

5 )禁煙教育は，たばこの害に対する知識や興味など，喫煙の悪影響を理解させることには効果

があり，それが中学校，高校と連続して行えばさらに効果があった。したがって，その教育

が内容や方法によってはかなり効果が期待できると考えられる D

6 )禁煙教育を受けたことがある者は 自分自身の子供にも，早い時期からの禁煙教育の必要性

を感じている O
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子供の喫煙行動は，友人，家族の喫煙者など，周りの喫煙環境に大きく影響されているが，とく

に母親の喫煙は影響が大きい。したがって，母親が喫煙に対して正しい知識を持ち，その子に対し

て禁煙教育を行うことも大切である O 学校における禁煙教育は，たばこの害に対する認識を持たす

という効果があり，その結果，子供の周りの環境が非喫煙環境になれば，将来的な禁煙率の低下に

までつながると考えられる O

健康教育の究極目標は個人の認識や態度に働きかけ，健康を大切にする心を育て，自分の健康は

もちろん他人の健康も大切にする，つまり健康にとって望ましい行動の形成を促し，かつ継続させ

健康にとって望ましくない行動を阻止することである O これまでの禁煙教育は，非喫煙者のあらた

な喫煙行動を阻止している O 本来，禁煙教育は，すでに喫煙している者の禁煙教育も大切なので，

禁煙教育については，その内容と方法を充分に考慮すれば，喫煙防止に充分効果があると思われる D
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